
研究主題「自己指導能力の育成に向けた生徒指導の在り方に関する研究」
－「学校楽しぃーと」を活用した効果的な働きかけを通して－

１ 研究主題設定の理由
（1） 平成21・22年度の調査研究の継承

児童生徒や学校を取り巻く状況は，いじめや不登校をはじめ，様々な生徒指導上の問題があり，
生徒指導の充実が喫緊の課題である。このような状況においては，生徒指導上の問題に対処する指
導だけではなく，児童生徒が自主的・自律的に判断，行動し，積極的に自己を生かすことができる，
いわゆる自己指導能力の育成に重点を置いた積極的な生徒指導の在り方に関する研究が必要である。

（2） 児童生徒理解に基づく組織的・計画的な生徒指導
積極的な生徒指導を推進するためには，確かな児童生徒理解に基づいた全教職員が一体となり組

織的に取り組む計画的な生徒指導にすることが重要である。

２ 研究内容
（1） 「学校楽しぃーと」の作成

小学生(１～３年生用，４～６年生用)，高校生用を作成。
質問内容の精選，短時間で簡単に入力集計ができるシート，個人と集団の結果を視覚的に把握で

きるシートになるよう工夫した。質問項目を全校種統一したことで，小学１年生から高校３年生ま
でを比較することができる質問紙となった。

（2） 「学校楽しぃーと」結果の各学年の平均値と分布の提示
小・中・高等学校の児童生徒，合計12,808人を対象に調査を実施した。

（3） 「学校楽しぃーと」の分析結果を踏まえた個人や集団に対する指導・援助の工夫
個人や集団に対する指導・援助の工夫については，平成24年度に研究をまとめる。

３ 「学校楽しぃーと」の概要
（1） 「学校楽しぃーと」の作成

児童生徒の自己指導能力を育成するためには，安心して学校生活を過ごし，集団の中で居心地の
よい人間関係や自己存在感を体感できることが必要である。
→ 児童生徒の学校への適応感を把握する質問紙（妥当性・信頼性のある質問紙）

（2） 「学校楽しぃーと」の構成
全校種による予備調査の結果を統計分析したところ，「学校楽しぃーと」は次の内容で構成する

こととした。
□ 友達との関係 □ 教師との関係 □ 学習意欲
□ 自己肯定感 □ 心身の状態 □ 学級集団における適応感
※ いじめに関する項目
六つの観点は各４項目，いじめに関する項目は２項目，合計26項目で構成されている。回答は，

４件法とし，結果を統計処理するために，それぞれの回答を数値化している。
→ 質問項目の精選，集計の簡素化，グラフによる結果の視覚化

（3） 「学校楽しぃーと」の実施方法
気になる児童生徒（個）や学級，学年または学校全体（集団）で実施する。

→ 効果的な指導・援助に生かす分析

４ 「学校楽しぃーと」による実態調査の分析結果
（1） ６観点といじめに関する項目の状況（箱ひげ図で示す分布と折れ線グラフで示す平均値）
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（2） 考察
○ ６観点については，学年が上がるに連れて中央値は低下し，ばらつきは小さくなっていくこと

が明らかになった。また，いじめに関する項目は，学年が上がるに連れてばらつきが小さくなり，
平均値が上昇する。

○ 平均値だけで判断するのではなく，分布や特徴について理解した上で，子ども一人一人の状態
に応じた適切な指導・援助を推進することが大切である。

５ 今後の研究の方向性
本年度の研究で，児童生徒の個人の状態や学級など集団の状態を客観的に把握する「学校楽しぃー

と」が完成した。また，実態調査により各観点の平均値と分布，特徴を明らかにすることができた。
今後は，主に次のことについて研究を進める。

○ 「学校楽しぃーと」を県内の学校に普及させる（センターWebサイトから提供）。
○ 学校から多くのデータを収集し，分析を進める。
○ 「学校楽しぃーと」の分析結果を踏まえた個人や集団に対する指導・援助について研究する。
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自己指導能力の育成に向けた生徒指導の
在り方に関する研究

－「学校楽しぃーと」を活用した効果的な
働きかけを通して－

自己指導能力の育成に向けた生徒指導の
在り方に関する研究

－「学校楽しぃーと」を活用した効果的な
働きかけを通して－

第８分科会（教育相談課）研究発表

【平成23年度 調査研究発表会】
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発表内容

１ 研究主題設定の理由

２ 研究内容

４「学校楽しぃーと」の実態調査結果

３「学校楽しぃーと」の概要

５ 今後の研究の方向性
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平成２１・22年度の調査研究

一人一人について深い児童生徒理解に基づ
く積極的な生徒指導の推進が求められている

１ 研究主題設定の理由

自己指導能力の育成を目指した生徒指導

自己指導能力
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設問：児童生徒の実態調査を実施するに当たっての課題

１ 研究主題設定の理由

児童生徒理解を深める実態調査の課題
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妥当性と信頼性のある質問紙の作成及

びその分析システムが必要

１ 研究主題設定の理由
妥当性・信頼性のある質問紙の必要性

自己指導能力の育成に向けた生徒指導の
在り方に関する研究

－「学校楽しぃーと」を活用した効果的な
働きかけを通して－

自己指導能力の育成に向けた生徒指導の
在り方に関する研究

－「学校楽しぃーと」を活用した効果的な
働きかけを通して－

「調査目的」，「調査内容」，
「分析方法」，「活用方法」
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① 小学生用（１～３年生用）
② 小学生用（４～６年生用）
③ 中学生用 ※昨年度完成
④ 高校生用

２ 研究内容

１「学校楽しぃーと」の作成

２「学校楽しぃーと」による実態把握

実態調査実施 (小・中・高合計55校，約12,８00人)

３ 分析結果を踏まえた個人や集団に対する指導･援
助の工夫（平成24年度以降）

質問内容の精選

結果の視覚化

スピーディーな集計
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内容構成

２ 教師との関係

科学的な
統計分析

鹿児島大学教育学部心理学科の協力

予備調査
の実施

１ 友達との関係

３ 学習意欲

４ 自己肯定感

５ 心身の状態

６ 学級集団における適応感

６観点
各４項目

※ いじめに関する項目 ２項目

安心して学校生活を過ごし，望ましい人間関係の
中で自己存在感を体感できることが必要

３「学校楽しぃーと」の概要 7

１ 学校には，気軽に話せる友達がいる。
たくさんいる い る あまりいない 全くいない

４ ３ ２ １

２ 学校には，悩みや心配を相談できる先生がいる。
たくさんいる い る あまりいない 全くいない

４ ３ ２ １

３ 学級の中にいると，明るく楽しい気持ちになる。
とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

４ ３ ２ １

４ 委員会活動や係（当番）活動での自分の仕事は，みんなの役に立っていると思う。
とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

４ ３ ２ １

５ 授業中に「できた 「わかった」と感じることがある。」
よくある あ る あまりない 全くない

４ ３ ２ １

６ 落ち込むことがある。
よくある あ る あまりない 全くない

４ ３ ２ １

７ 友達から物を隠されたり，暴力を振るわれたりしてつらい思いをすることがある。
よくある あ る あまりない 全くない

４ ３ ２ １

８ 学級には，気軽に会話ができたり，遊びに誘ってくれたりする友達がいる。
たくさんいる い る あまりいない 全くいない

４ ３ ２ １

９ 学校には，自分のことを理解してくれる先生がいる。
たくさんいる い る あまりいない 全くいない

４ ３ ２ １

10 学級のみんなと一緒に学校行事に参加したり，活動したりするのは楽しい。
とても楽しい 楽しい あまり楽しくない 全く楽しくない

４ ３ ２ １

11 学校行事の計画や準備をやり遂げたとき 「よくがんばったなあ 「よくやったなあ」と思うことが， 」
ある。

よくある あ る あまりない 全くない

４ ３ ２ １

12 授業中は，先生の話をよく聞いている。
聞いている あまり聞いていない 全く聞いていないとてもよく聞いている

４ ３ ２ １

13 おなかが痛くなったり，下痢をしたりする。
よくある あ る あまりない 全くない

４ ３ ２ １

14 学校には，自分の悩みや本当の気持ちを話せる友達がいる。
たくさんいる い る あまりいない 全くいない

４ ３ ２ １

※ １～14の項目で○を付けた数字を下の回答欄に記入してください。
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14項 目

回答

学校楽シート
た の

～中学生用～

このアンケートは，あなたが今の自分の状態を知ったり，充実した学校生活を送ったり

するためにどのようなことに取り組んだらよいのかを考えるための資料として活用します。

質問が26項目ありますので，よく読んで，自分の気持ちや考えに当てはまるものを一

つだけ選び，その数字に○を付け，回答欄にもその数字を記入してください。

それでは，下の欄に必要な事項を記入してください。記入が終わったら，１ページか

ら２ページまでの質問に友達に相談せず，自分一人で回答してください。終わったら，

○の付け忘れや数字の記入もれがないか確認しましょう。

， ， 。アンケートは 誰にも分からないように集計しますので 安心して回答してください

１ 学年・組・番号 （ ）年（ ）組（ ）番

２ 性 別 男子 女子 ※ ○を付ける

( )３ 氏 名

友達との関係

教師との関係

学級集団に
おける適応感

自己肯定感

学習意欲

心身の状態

６つの観点

逆転項目

３ 「学校楽しぃーと」の概要
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（例）「友達との関係」の質問

１ 学校には，気軽に話せる友達がいる。

たくさんいる い る あまりいない 全くいない

４ ３ ２ １

８ 学級には，気軽に会話ができたり，遊びに誘ってくれたりする友達がいる。
たくさんいる い る あまりいない 全くいない

４ ３ ２ １

１４ 学校には，自分の悩みや本当の気持ちを話せる友達がいる。
たくさんいる い る あまりいない 全くいない

４ ３ ２ １

２０ 自分が困っているとき助けてくれたり，協力してくれたりする友達がいる。
たくさんいる い る あまりいない 全くいない

４ ３ ２ １

たくさんいる→４点 いる→３点 あまりいない→２点 全くいない→１点

「友達との関係」の合計 → ４点 ～ 16点

他の観点についても同様

※ 逆転項目は，回答入力時に点数を自動的に再変換し，表示される。

３「学校楽しぃーと」の概要 9

鹿児島県総合教育センター 教育相談課

簡 単！
入力シート

見やすい!
個票・学級シート

不適応行動
の未然防止，
早期発見，
早期対応

出力連動入力

スピーディーに処理

入力から出力までの実際

３「学校楽しぃーと」の概要 10
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【平成23年11月～12月】

調査の趣旨

実施時期

調査対象

本県の児童生徒の「学校楽しぃーと」結果の平均値と
分布を明らかにする。

４「学校楽しぃーと」の実態調査結果 11
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中央値と平均値の違い

（例） ２，３，４，７，９

【中央値】データを小さい順に並べた

ときの真ん中の値･･･４

【平均値】
（２＋３＋４＋７＋９）

＝５
５

実態調査結果の前に・・・
12
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最大値

75%点

25%点

中央値

最小値

箱ひげ図の見方（その１）

半分の人数が含まれる

13

鹿児島県総合教育センター 教育相談課

４「学校楽しぃーと」の実態調査結果

積極的な教育相談
と適切な指導・援
助

望
ま
し
い
状
態
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４「学校楽しぃーと」の実態調査結果

望
ま
し
い
状
態

教師自身の在り方
を見直す良い機会
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４「学校楽しぃーと」の実態調査結果

望
ま
し
い
状
態

明確な目的意識を
もたせる指導・援助

意欲的に取り組む
子どもの割合が激減
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４「学校楽しぃーと」の実態調査結果

望
ま
し
い
状
態

自分のよさに気付
き，そのよさを伸
ばせる指導・援助
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４「学校楽しぃーと」の実態調査結果

望
ま
し
い
状
態

積極的な心のケア

ばらつきが大きい

２点以下の生徒が２５％
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４「学校楽しぃーと」の実態調査結果

望
ま
し
い
状
態

きめ細かな観
察と学級集団
に対する指導
の工夫

約８０％が概ね満足
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４「学校楽しぃーと」の実態調査結果

望
ま
し
い
状
態

● 友達から物を隠されたり，暴力を振るわれたりしてつらい思いをすることがある。
● 友達から悪口を言われたり，無視をされたりしてつらい思いをすることがある。

子どもの受け止
め方や感じ方に
寄り添った丁寧
な指導・援助

学級の２５％の子どもは，
いやな思いをしている。
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○ 「学校楽しぃーと」を県内の学校に普及さ
せる（センターWebサイトから提供）。

○ 学校から多くのデータを収集し，分析を進
める。

○ 「学校楽しぃーと」の分析結果を踏まえた
個人や集団に対する指導・援助について研究
する。

５ 今後の研究の方向性 21
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